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政
府
の
動
き
一
変

世
論
と
運
動
で
打
開

最賃大幅引上げ共同アクション

主催：国民春闘・全労連・全労協等
日時：7月2日（木）18時30分～
ところ：新宿駅南口

物
価
を
考
慮
し
た
２５

年
度
の
「
実
質
賃
金
」

は
、前
年
度
よ
り
０
・
５

％
減
り
、
４
年
連
続
で

前
年
度
を
下
回
り
ま
し

た
。
物
価
上
昇
に
賃
金

の
伸
び
が
追
い
つ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
イ

ラ
ン
戦
争
に
よ
る
原
油

等
の
供
給
不
足
が
物
価

高
騰
に
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
ま
す
。
生
計
費

に
沿
っ
た
大
幅
改
定
、

東
京
で
は
２
０
０
０
円

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
京
地
評
、
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
は
5
月
22
日
、
全

国
一
律
最
低
賃
金
を
求
め
る

署
名
の
提
出
集
会
を
東
京
ガ

ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀
尾
井
町
で

開
催
し
、
1
4
0
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
大

門
実
紀
史
参
議
院
議
員
が
挨

拶
し
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
実
現
と
、
政
府
に
対

し
最
賃
引
上
げ
と
セ
ッ
ト
で

中
小
企
業
事
業
経
営
支
援
策

を
強
く
求
め
て
い
く
と
決
意

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
を
行
っ
た
木
地
孝
之

さ
ん
（
労
働
総
研
「
労
働
運

動
総
合
研
究
所
」
）
は
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
賃
金

水
準
が
低
い
地
方
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
各
種
経

済
指
標
を
用
い
て
指
摘
。
ま

さ
に
最
賃
引
上
げ
は
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
経
済

を
底
上
げ
、け
ん
引
す
る『
ト

リ
ク
ル
ア
ッ
プ
』
で
あ
る
と

力
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
間
格
差
を
解
消
す
る
全
国

一
律
制
は
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
に
欠
か
せ
な
い
と

し
、
地
方
経
済
活
性
化
の
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。
紹
介

議
員
は
一
時
1
2
8
人
に
ま

で
広
が
り
ま
し
た
が
、
今
年

2
月
の
総
選
挙
後
は
53
人
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
制
度
実

現
に
向
け
て
改
め
て
与
野
党

を
問
わ
ず
賛
同
議
員
の
再
構

築
が
待
た
れ
ま
す
。
集
会
後

に
は
、
請
願
署
名
16
万
7
3

3
8
人
分
を
国
会
議
員
に
提

出
し
ま
し
た
。

高
市
首
相
が
最
低
賃
金
引

上
げ
目
標
を
明
言
し
な
い
姿

勢
は
審
議
会
に
も
影
響
し
、

前
年
の
よ
う
な
引
上
げ
機
運

が
後
退
し
て
い
ま
す
。
厳
し

い
審
議
が
予
想
さ
れ
る
中
、

世
論
喚
起
の
運
動
が
重
要
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

東
京
地
評
と
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
、
労
働
法
制
中
央

連
絡
会
は
5
月
15
日
、
「
労

働
基
準
法
の
規
制
を
強
化

し
、
長
時
間
労
働

根
絶
・
労
働
時
間

短
縮
を
求
め
る
請

願
署
名
」
の
提
出

集
会
を
衆
議
院
第

2
議
員
会
館
で
開
催
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
含
め
70
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

全
労
連
の
秋
山
議
長
は
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
高
市
内

閣
が
財
界
の
強
い
要
望
を
う

け
裁
量
労
働
制
の
規
制
緩
和

を
狙
っ
て
い
る
こ
と
に
「
断

固
反
対
だ
」
と
強
調
。
労
働

時
間
短
縮
は
多
く
の
労
働
者

の
願
い
で
あ
る
と
し
て
、
8

時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
自
由

法
曹
団
の
藤
原
弁
護
士
は
、

団
で
作
成
中
の
裁
量
労
働
制

黒
書
に
つ
い
て
解
説
。
裁
量

労
働
制
で
労
働
者
に
裁
量
が

認
め
ら
れ
る
の
は
手
段
等
に

限
ら
れ
、
業
務
命
令
自
体
を

拒
否
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

名
ば
か
り
の
制
度
で
あ
る
と

批
判
。
企
業
の
残
業
代
逃
れ

の
手
段
と
し
て
悪
用
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
し
、

「
廃
止
一
択
」
で

あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。
集
会
に
は

山
添
拓
参
議
院
議

員
（
共
産
）
と
白
川
容
子
参

議
院
議
員
（
共
産
）
が
か
け

つ
け
、
署
名
4
万
1
7
4
7

人
分
を
提
出
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
・
東
京
社
保
協

・
都
民
連
は
6
月
9
日
、
22

団
体
1
3
2
人
で
都
議
会
開

会
日
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

矢
吹
議
長
に
よ
る
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
清
水
と
し
子
都

議
（
共
産
・
日
野
市
）
、
漢

人
あ
き
こ
都
議
（
グ
リ
ー
ン

な
東
京
・
小
金
井
市
）
が
連

帯
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
「
中
小

企
業
支
援
・
賃
上
げ
支
援
を

都
の
責
任
で
」
（
大
内
さ
ん

・
東
商
連
）
、
「
30
年
据
え

置
き
の
障
害
者
福
祉
手
当
の

い
ま
す
ぐ
増
額
を
」
（
滝
さ

ん
・
障
都
連
）
、
「
Ｉ
Ｒ
・

カ
ジ
ノ
を
東
京
に
誘
致
す
る

な
」
（
中
野
さ
ん
・
臨
海
都

民
連
）
と
発
言
し
ま
し
た
。

小
河
弁
護
士
（
自
由
法
曹

団
東
京
支
部
事
務
局
長
）
が

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、「
物
価
高
か
ら
都
民
の
暮

ら
し
を
ま
も
れ
」、「
都
営
住

宅
を
今
す
ぐ
増
設
し
ろ
」
、

「
危
険
な
基
地
を
今
す
ぐ
撤

去
し
ろ
」
、
「
大
軍
拡
・
改

憲
の
政
治
は
許
さ
な
い
ぞ
」

と
都
知
事
室
に
向
け
て
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

【
労
働
政
策
局
】
東
京
地
評

は
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会
（
中
央
会
）
と
6
月
5

日
に
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

小
針
（
こ
は
り
）
労
働
課
長

と
最
賃
引
上
げ
や
ナ
フ
サ
問

題
に
渡
り
幅
広
く
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
東
京
の
生
計

費
試
算
調
査
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

で
は
20
代
単
身
者
で
時
給
2

0
0
0
円
が
必
要
と
の
結
果

を
伝
え
、
実
現
に
向
け
た
障

壁
に
伺
い
ま
し
た
。
「
会
員

調
査
で
は
価
格
転
換
は
50
％

程
度
進
ん
で
い
る
が
、
労
務

費
を
含
む
転
嫁
は
20
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
有
楽
町
駅
の

牛
丼
屋
で
は
時
給
1
5
0
0

円
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
手

と
肩
を
並
べ
る
様
な
引
上
げ

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
」

と
最
賃
大
幅
引
上
げ
に
は
慎

重
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
ま
た
、
中
央
会
で
は
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
な
ど

に
基
づ
き
、
協
同
組
合
等
の

事
業
者
団
体
が
取
引
先
事
業

者
と
締
結
し
、
価
格
や
支
払

条
件
な
ど
取
引
条
件
を
共
同

で
定
め
る
協
約（
団
体
協
約
）

締
結
を
推
進
し
改
善
に
努
め

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
地
評
は
中
小
企
業
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
一
致

す
る
点
で
は
共
同
歩
調
で
す

す
め
る
と
伝
え
、引
き
続
き
、

労
働
環
境
改
善
に
向
け
て
情

報
交
流
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

２６年最賃改定スタート２６年最賃改定スタート

労務費の価格転嫁は道半ば

賃
上
げ
の
ト
リ
ク
ル
ア
ッ
プ

人
材
確
保
で
地
方
も
元
気
に

団体協約推進で経営改善につなげたい…中央会懇談

定価 1部40円（送料別）

2026年6月15日

276

小針（こはり）労働課長と
地評事務局

（毎月15日発行）

講演を力に賛同議員を増やすことを確認

都
議
会
開
会
日
行
動

都
政
は
物
価
高
か
ら
暮
ら
し
守
れ医療・介護事業者支援を強化し、人材不

足解消を（都庁舎前で訴える矢吹代表）

仕事の裁量なし、長時間労働、残業
代逃れの裁量労働制はいらない

定
額
働
か
せ
放
題
許
す
な

lapaz@chihyo．jp

時
短
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め
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